












































西村先生・みなさま：

遅くなりましたが, 12/12の3限、「基礎数学」（西村先生）の3学期2回め（通算22回め)
を聴講しました。教室は１E203です。出席者は、55名（前回も55名；昨年同期は32名）
＋教員1名（私）＋TA2名（中井さん・中西さん）です。

内容は, 前回の内容をかなりトレースしたあと、微分形式による面積分まで説明
されました。

私にとっては、今年度、これまでで最も面白かった回でした。力の場と流れの場が
どう違うか、それぞれがどのように微分形式で表現されるか、線積分や面積分が
微分形式でどのように表現されるか、丁寧・明快に説明されました。次回はいよいよ
ストークスの定理だそうです。楽しみです。

授業後、２人の学生が私の研究室に質問に来ました。「全くわからない」と言って
いましたが、

- 「反対称n重線形写像」と「n次の反対称tensor」と「n次の交代形式」は同じもの。

- 空間の各点に「反対称n重線形写像」が割り当てられているような数学的な存在を
「n次微分形式」というのだということ。

の2つがわかっていませんでした。これらは定義ですから、説明すれば「ああそうか」
と納得してくれました。ところが学生のノートには、これらの定義がきちんと書かれて
いません。式は書かれていても、それが微分形式の定義であるとは書かれていないので、
学生は何が微分形式なのかがわからないのです。

線型写像や線型空間のときもそうですが、大事な定義の宣言を、途中から口頭で
済ませてしまったら、学生には伝わりません。定義の式だけでなく、それが何の定義
であるかまで、黒板に明記して頂かないと、学生は簡単にlostします。それは世話の
焼きすぎと思われるかもしれませんが、質問に対応する教員の負担や、そこでdrop
outしてしまう学生のケアまで考えれば、それは十分に報われることだと思います。

中井さんが書かれていましたが、dxやdyの定義も、多くの学生はわかっていないと
思います。物理学や数理科学演習で使われるdxやdyと、ここで使われているdxやdy
が違うものだということもわかっていないかもしれません。dx^dyがR^3×R^3-Rの
交代形式であることも、学生の多くは忘れてしまっていると思います。ただ、学生が
忘れていることを毎回説明しなおすよりも、以前のノートを見直させて、自力でみつけて
（思い出して）ごらん、と、時間を与えていただくのがいいのではないでしょうか？

中井さん・中西さんの補習が機能しているように思います。補習の機会があることを、
再度、アナウンスして頂くのも有効だと思います。

総じて、先生の講義は、ぴしっと情報を学生に伝達することに成功しているとは
思えません。考えさせて理解させる以前に、定義などの情報は正確に伝えるべきだと
思います。しかし、先生の講義で展開される数学はとてもシンプルで深くて、本当に
素晴らしいといつも思います。
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